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さ
れ
た
こ
と
を
勘
案
し
、
和
解
を

成
立
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
た
め
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
賛
成

多
数
）

　

電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証

業
務
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
記
録
さ

れ
て
い
る
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
搭
載
可
能
と

な
る
に
当
た
り
、
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
及
び
逗
子
市
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決

（
賛
成
多
数
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
感
染
症
防
疫
作
業
手
当
の

運
用
の
特
例
を
廃
止
す
る
に
当
た

り
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全
員

賛
成
）

　

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部

４
５
３
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
…
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

沼
間
小
学
校
区
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
東
急

建
設
株
式
会
社
と
契
約
金
額
２

億
９
８
１
０
万
円
で
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
に
当
た
り
、
議
会

の
承
認
を
求
め
た
も
の
で
す
。

▼
訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て
…
原

案
可
決(

賛
成
多
数)

　

東
京
高
等
裁
判
所
令
和
４
年

（
ネ
）
第
１
１
２
４
号
土
地
明
渡
、

費
用
償
還
等
反
訴
請
求
控
訴
事
件

に
つ
い
て
、
東
京
高
等
裁
判
所
よ

り
事
案
の
早
期
解
決
の
観
点
か
ら
、

職
権
に
よ
る
強
い
和
解
勧
告
が
な

４
７
１
万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認
（
全
員
賛
成
）

　

令
和
５
年
度
逗
子
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ

て
い
る
水
処
理
無
停
電
電
源
装
置

の
故
障
に
よ
り
、
出
水
期
前
に
仮

設
工
事
を
行
っ
た
う
え
で
無
停
電

電
源
装
置
更
新
工
事
を
実
施
す
る

た
め
の
経
費
と
し
て
、
処
理
場
建

設
改
良
費
３
８
１
８
万
１
０
０
０

円
を
増
額
し
、
こ
れ
に
見
合
う
収

入
は
地
方
債
を
も
っ
て
措
置
す
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
資
本
的
収

入
は
１
０
億
１
０
６
１
万
９
０
０

０
円
、
資
本
的
支
出
は
１
２
億
９

議
案
の
審
議
結
果

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認
（
全
員
賛
成
）

　

令
和
５
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、
物
価

高
騰
等
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
、

一
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給
す

る
経
費
と
し
て
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
す
る
、
生
活
支
援
金
支

給
事
業
等
２
億
５
５
１
５
万
５
０

０
０
円
を
計
上
し
、
こ
れ
に
見
合

う
歳
入
は
国
庫
支
出
金
等
を
増
額

し
て
措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
予
算
の
総
額
は
２
２
４
億
２

一般会計補正予算など13議案を可決
生ごみ資源化処理施設の整備運営に関する事務委託ほか1件は閉会中継続審査へ

第２回定例会（６月９日～23日）

　

令
和
５
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
２３
日
ま
で
の
1５
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
葉
山
町
と
逗
子
市
と
の
生
ご
み
資
源
化
処
理

施
設
の
整
備
運
営
に
関
す
る
事
務
委
託
に
係
る
協
議
の
ほ
か
、
池
子
３
丁
目
地
内
の
緑
地
法
面
防
護

工
事
、
沼
間
３
丁
目
地
内
の
緑
地
法
面
仮
復
旧
及
び
法
面
保
護
工
事
に
要
す
る
経
費
と
し
て
緑
地
安

全
対
策
事
業
な
ど
の
増
額
等
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

な
ど
市
長
提
出
の
1５

議
案
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
１
件
、
陳
情
５
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
議
案
1３
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
、
２
件
を
閉
会
中
継
続
審
査
、
諮
問

は
異
議
な
い
旨
答
申
、
陳
情
３
件
を
了
承
、
２
件
を
不
了
承
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
２1
日
、
２２

日
、
２３
日
の
３
日
間
、
市
政
一
般
に
つ
い
て
1４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

に
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
３
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要
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市
政
相
談
を
し
て
い
る
議
員
が
い

る
が
、
良
識
あ
る
活
動
を
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
お
よ

び
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

２
０
２
４
年
度
政
府
予
算
に
つ

い
て
の
陳
情

　

三
浦
半
島
地
区
教
職
員
組
合
執

行
委
員
長　

中
澤
謙
介
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
次
の
事
項

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
国
の
関
係

機
関
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
切
望
す
る
、
と
い
う
も

の
で
す
。
１　

小
学
校
同
様
、
中

学
校
に
お
い
て
も
３５
人
以
下
学
級

を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
２　

３５
人
以
下
学
級
、
小
学
校
高
学
年

教
科
担
任
制
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
既
に
配
当
さ
れ
て
い
る
加
配

定
数
を
堅
持
し
た
上
で
、
教
職
員

定
数
を
増
員
し
対
応
す
る
こ
と
。

３　

学
校
施
設
整
備
費
、
教
材
費
、

図
書
費
、
旅
費
な
ど
教
育
予
算
充

実
の
た
め
、
地
方
交
付
税
を
含
む

国
の
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
を
求
め
る
陳
情

　

報
告
に
つ
い
て

　

土
地
開
発
公
社
に
お
け
る
令
和

４
年
度
の
決
算
並
び
に
令
和
５
年

度
事
業
計
画
・
予
算
及
び
資
金
計

画
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▼
一
般
財
団
法
人
逗
子
市
渡
邉
利

三
奨
学
金
財
団
の
経
営
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

　

一
般
財
団
法
人
逗
子
市
渡
邉
利

三
奨
学
金
財
団
の
２
０
２
２
年
度

事
業
報
告
及
び
２
０
２
３
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
た

も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

▼
障
が
い
者
の
通
所
に
お
け
る
送

迎
費
用
に
関
す
る
陳
情

　

根
本
祥
子
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
市
の
財
政
状
況
を
鑑

み
、
障
が
い
の
あ
る
本
人
同
様
、

送
迎
介
助
者
分
の
交
通
費
の
実
費

を
市
費
で
負
担
す
る
こ
と
を
切
望

す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
議
員
活
動
に
関
す
る
陳
情

　

松
本
直
枝
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
選
挙
期
間
中
で
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常
に
頻
繁
に

市
内
で
旗
を
掲
げ
て
議
会
報
告
や

人

事

案

件

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
…
同
意
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

氏
名　

若
林　

順
子
氏[

再
任]

　

任
期　

４
年

▼
情
報
公
開
審
査
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
…
同
意
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

氏
名　

山
辺　

直
義
氏[

新
任]

　

任
期　

３
年

▼
個
人
情
報
保
護
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
…
同
意
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

氏
名　

山
辺　

直
義
氏[

新
任]

　

任
期　

３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

賛
成
）

　

氏
名　

大
久
保
尚
哉
氏[

再
任]

　

任
期　

３
年

報

告

事

項

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

（
繰
越
明
許
費
）

　

令
和
４
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

予
算
の
う
ち
、
繰
越
明
許
費
の
設

定
を
し
た
電
子
計
算
シ
ス
テ
ム
管

理
事
業
ほ
か
３
事
業
に
つ
い
て
令

和
５
年
度
に
予
算
を
繰
り
越
し
た

た
め
、
報
告
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

電
気
代
・
ガ
ス
代
等
の
高
騰
に
よ

る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
支
援
金
を
交
付
す
る
経
費

と
し
て
物
価
高
騰
等
対
策
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
支
援
金
給
付
事

業
１
２
６
５
万
円
を
増
額
す
る
な

ど
、
歳
出
の
合
計
は
２
億
８
６
８

８
万
６
０
０
０
円
の
増
額
と
な

り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
国
庫

補
助
金
等
の
財
源
で
措
置
す
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額

は
２
２
７
億
１
１
６
０
万
４
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
５
年
度
逗
子
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

成
）

　

今
回
の
補
正
は
、
長
寿
社
会
づ

く
り
ソ
フ
ト
事
業
費
交
付
金
を
活

用
し
、﹁
て
く
ｔ
ｅ
ｃ
逗
子
﹂
に

お
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

を
活
用
す
る
た
め
の
説
明
会
の
実

施
に
要
す
る
経
費
及
び
認
知
症
予

防
に
効
果
的
な
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活

用
し
た
実
証
実
験
等
に
要
す
る
経

費
と
し
て
一
般
介
護
予
防
事
業
１

０
０
万
１
０
０
０
円
を
計
上
し
、

こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
繰
入
金
の

ほ
か
所
要
の
財
源
を
措
置
す
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額

は
６
７
億
４
４
８
０
万
１
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、

現
行
の
原
動
機
付
自
転
車
か
ら
区

別
し
て
新
た
に
定
義
さ
れ
る
特
定

小
型
原
動
機
付
自
転
車
（
電
動
キ

ッ
ク
ボ
ー
ド
）
に
係
る
軽
自
動
車

税
の
種
別
割
の
税
率
を
定
め
る
に

当
た
り
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決

（
全
員
賛
成
）

　

消
防
法
施
行
規
則
及
び
対
象
火

気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管

理
並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取

扱
い
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
公
布
に
伴
い
、

急
速
充
電
設
備
の
基
準
に
つ
い
て
、

火
災
予
防
上
必
要
な
措
置
を
定
め

る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
法
の
規

定
に
基
づ
く
、
喫
煙
所
等
の
制
限

に
係
る
基
準
の
統
一
化
に
つ
い
て
、

改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
５
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
…
原
案

可
決
（
全
員
賛
成
）

　

今
回
の
補
正
は
、
池
子
３
丁
目

地
内
の
緑
地
法
面
防
護
工
事
、
沼

間
３
丁
目
地
内
の
緑
地
法
面
仮
復

旧
及
び
法
面
保
護
工
事
に
要
す
る

経
費
と
し
て
緑
地
安
全
対
策
事
業

１
億
８
６
４
７
万
２
０
０
０
円
、
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に
関
す
る
事
務
委
託
に
係
る
協

議
に
つ
い
て

　

鎌
倉
市
及
び
葉
山
町
と
の
ご
み

処
理
の
広
域
連
携
に
係
る
覚
書
に

基
づ
き
、
葉
山
町
に
設
置
予
定
の

施
設
で
逗
子
市
の
生
ご
み
資
源
化

の
共
同
処
理
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
事
務

委
託
を
す
る
た
め
、
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
廃
棄
物
の
減
量
化
、
資

源
化
及
び
適
正
処
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

逗
子
市
、
鎌
倉
市
及
び
葉
山
町

の
２
市
１
町
に
お
け
る
ご
み
処
理

広
域
連
携
の
一
環
と
し
て
、
葉
山

町
に
設
置
予
定
の
施
設
で
逗
子
市

の
生
ご
み
資
源
化
の
共
同
処
理
を

実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
生
ご
み

の
処
理
に
係
る
指
定
収
集
袋
及
び

手
数
料
の
規
定
を
定
め
る
に
当
た

り
、
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

の
実
施
を
延
期
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と

を
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
結
論

が
出
な
か
っ
た
議
案

　

次
の
議
案
は
、
今
定
例
会
で
結

論
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
閉
会
中

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

▼
葉
山
町
と
逗
子
市
と
の
生
ご
み

資
源
化
処
理
施
設
の
整
備
運
営

　

神
奈
川
土
建
一
般
労
働
組
合
鎌

倉
逗
子
葉
山
支
部
執
行
委
員
長　

菅
原
智
和
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
実
施
を
延
期
す
る
よ
う
求

め
る
意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る

こ
と
を
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の

で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
を
求
め
る
陳
情

　

横
須
賀
民
主
商
工
会
会
長　

富

塚
昇
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

で
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

市議会第2回定例会日程概要
6月6日 議会運営委員会（議事日程等協議）

9日 本会議（第1日）会期を6月23日までの15日間
と決定、一部議案の採決、議案等委員会付託
議会運営委員会（陳情の審査・採決）

12日 教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

13日 総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

14日 基地対策特別委員会（調査）

20日 議会運営委員会（追加案件協議）

21日 本会議（第2日）議案の委員長報告・採決、陳
情審査の結果報告、一般質問

22日 本会議（第3日）一般質問

23日 本会議（第4日）一般質問、追加議案等の採決、
意見書案の採決、結論が出なかった議案の閉会
中継続審査了承

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
会
議
日
程
】

開
催
中
や
過
去
の
定
例
会
及
び

臨
時
会
の
各
種
情
報
（
日
程
、

質
問
項
目
等
）
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

【
議
会
だ
よ
り
】

最
新
号
や
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

【
傍
聴
、
請
願
・
陳
情
】

議
会
傍
聴
の
ご
案
内
、
請
願
・

陳
情
の
記
載
・
提
出
方
法
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
】

本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
や
録
画

映
像
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
会
議
録
検
索
】

昭
和
５8
年
以
降
の
本
会
議
録
及

び
各
委
員
会
記
録
が
検
索
で
き

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
議
長
交
際
費
、

政
務
活
動
費
な
ど
の
状
況
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
本
市
議
会

の
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ず

し
市
議
会
だ
よ
り
と
合
わ
せ
て
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
し
て
い
る
主
な
項
目
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

次
回
の
議
会
開
催
予
定
等
は
こ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
市
議
会
議
員
名
簿
・
会
派
役
職
】

議
員
の
５０
音
順
・
顔
写
真
入
り

名
簿
を
は
じ
め
各
種
名
簿
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

各
議
員
の
役
職
や
連
絡
先
等
も

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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一
般
質
問
の
要
旨

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

り
適
切
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
状
況
が
望
ま
し
い
。

実
証
実
験
を
行
っ
た
ア
プ
リ

は
、
一
定
の
制
約
は
あ
る
が
、

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
る
。
実
証
実
験
の
対
象

課
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
音
声
認
識
ア
プ
リ

の
今
後
の
在
り
方
を
判
断
す
る
。

※
こ
の
他
に
、
市
イ
ベ
ン
ト

の
一
層
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

化
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

備
蓄
食
料
に
つ
い
て
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
へ
の
提
供
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

食

料
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
は
大
き
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
か
な
が
わ
と
市
か
ら

食
品
を
提
供
し
て
い
く
と
い

っ
た
こ
と
に
向
け
て
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。

市
役
所
窓
口
で
の
情
報

支
援
体
制
に
つ
い
て

問　

今
後
の
更
な
る
高
齢
化

の
進
展
も
あ
り
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
市
役
所
の
窓
口

に
お
け
る
情
報
支
援
は
一
層

大
切
に
な
っ
て
く
る
。
窓
口

の
情
報
支
援
体
制
の
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

の
あ
る
方
と
の
円
滑
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る

仕
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
手

話
通
訳
、
筆
談
な
ど
、
そ
の

方
、
そ
の
場
に
応
じ
て
、
よ

風
水
害
等
早
期
避
難
所

に
つ
い
て

問　

早
め
の
避
難
所
の
開
設

決
定
と
周
知
が
で
き
な
い
か
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

住

民
が
自
主
的
に
避
難
す
る
こ

と
を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
受
入
れ
体
制
を

早
期
に
整
え
た
い
。
た
だ
、

学
校
は
授
業
等
の
関
係
が
あ

り
事
前
調
整
が
必
要
で
、
早

期
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
今
後
は
全
避
難
所
を
一

斉
に
開
設
す
る
こ
と
に
固
執

す
る
こ
と
な
く
、
環
境
が
整

っ
て
い
る
施
設
か
ら
順
次
開

設
し
て
い
く
な
ど
、
工
夫
し

て
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
避
難
所
開
設

時
の
広
報
手
段
と
し
て
、
市

民
か
ら
情
報
ツ
ー
ル
の
活
用

に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
、
現

在
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ツ
イ
ッ
タ

ー
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て

い
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

問　

賞
味
期
限
切
れ
が
近
い

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
一
歩

市
政
ク
ラ
ブ
　
服
部
　
誠
　
議
員

て
い
き
た
い
と
い
う
意
向
を

確
認
し
て
い
る
。
今
後
と
も

協
議
を
続
け
、
連
携
し
て
い

き
た
い
。

自
殺
予
防
対
策
・
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

問　

市
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
養
成
な
ど
の
自
殺
対

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
長　

誰
も
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
自
殺
対
策

を
市
全
体
の
課
題
と
捉
え
て

お
り
、
庁
内
、
関
係
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
包
括
的

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
も
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
養
成
講
座
の
ほ
か
に
、
自

殺
対
策
講
演
会
や
啓
発
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
も
予
定
し

て
い
る
。
庁
内
に
お
い
て
は
、

部
課
長
会
議
で
の
自
殺
対
策

に
関
す
る
情
報
共
有
、
ま
た

今
年
度
か
ら
は
担
当
者
会
議

を
開
催
す
る
な
ど
新
た
な
取

組
も
進
め
て
い
く
。

な
の
で
調
査
・
研
究
を
し
て

い
き
た
い
。

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

つ
い
て

問　

京
急
逗
子
・
葉
山
駅
北

口
、
市
役
所
側
は
上
り
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
み
で
、
下

り
に
対
し
て
は
階
段
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
以
前
よ
り
こ

の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
が
、
な
か
な
か
現
状
が

変
わ
ら
な
い
。
京
急
電
鉄
と

の
話
合
い
の
進
展
を
伺
う
。

環
境
都
市
部
担
当
部
長　

京

急
と
の
協
議
の
中
で
一
つ
の

方
策
と
し
て
既
に
付
近
の
土

地
を
鉄
道
用
地
と
し
て
取
得

し
て
お
り
駅
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
利
用
し

て
い
き
た
い
と
聞

い
て
い
る
。
跨
線

橋
も
老
朽
化
が
進

み
改
修
等
を
考
え

て
お
り
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
北
口
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

も
前
向
き
に
進
め

音
声
コ
ー
ド
の
活
用
・

普
及
に
つ
い
て

問　

視
覚
障
害
の
あ
る
人
だ

け
で
は
な
く
、
小
さ
な
文
字

の
読
み
づ
ら
い
高
齢
者
、
日

本
語
を
読
め
な
い
外
国
人
等

の
た
め
に
、
市
か
ら
の
重
要

な
文
書
や
そ
の
封
筒
に
音
声

コ
ー
ド
の
印
刷
を
普
及
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

音
声
コ
ー
ド
の
活
用

は
、
一
部
の
計
画
に
SP
コ
ー

ド
を
印
刷
す
る
こ
と
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
市
が
交
付
す

る
書
類
や
封
筒
に
音
声
コ
ー

ド
を
印
刷
す
る
こ
と
は
現
在

検
討
し
て
い
な
い
。
情
報
の

得
や
す
さ
、
ア
ク
セ
ス
の
し

や
す
さ
は
大
変
重
要
な
こ
と

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
へ

更
な
る
推
進

公
明
党
逗
子
市
議
団
　
江
渕
　
真
紀
子
　
議
員

逗
子
・
葉
山
駅
北
口
の
階
段

6
月
2
日
に
開
設
さ
れ
た

風
水
害
等
早
期
避
難
所
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一
般
質
問
の
要
旨

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

用
者
の
ニ
ー
ズ
等
の
情
報
収

集
を
行
う
な
ど
、
検
討
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

は
げ
山
の
安
全
対
策

工
事
を
県
に
求
め
よ
！

問　

当
該
区
域
は
、
一
部
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
か
か

っ
て
お
り
、
近
隣
住
民
か
ら

土
砂
災
害
の
懸
念
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。
こ
の
安
全
対

策
は
誰
が
実
施
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

最
終
的
に
県
が
ど
の

よ
う
な
形
で
売
却
を
行
う
か

は
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い

が
、
現
状
の
ま
ま
売
却
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
取

得
し
た
民
間
事
業
者
の
責
任

に
お
い
て
必
要
な
安
全
対
策

を
施
し
て
い
く
も
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
協
働
事
業
提

案
制
度
、
自
営
型
テ
レ
ワ
ー

ク
推
進
事
業
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

い
る
。
ま
ず
は
池
子
米
軍
家

族
住
宅
が
あ
る
こ
と
を
活
か

し
、
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
。
様
々
な
機
会
や
年
代
で

の
交
流
が
で
き
る
よ
う
米
軍

と
調
整
し
て
い
く
。

電
子
図
書
館
導
入
し
障

が
い
者
も
読
書
可
能
に

問　

電
子
図
書
館
に
つ
い
て

は
県
内
17
自
治
体
が
導
入
済

だ
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
観
点
か
ら
も
電
子
図
書
館

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

電
子
図
書
館
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
電

子
書
籍
を
貸
出
し
・
返
却
・

予
約
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
使
い
、
２４
時
間

３
６
５
日
の
利
用

が
可
能
に
な
る
。

県
内
の
自
治
体
で

も
導
入
が
進
ん
で

お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
効
率
的
、

効
果
的
な
導
入
と

す
る
た
め
に
、
利

姉
妹
校
締
結
し
最
先
端

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
学
ぶ
機
会
を

問　

教
育
交
流
は
、
異
文
化

理
解
や
自
国
の
文
化
へ
の
理

解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
向
上
し
、
学
習
へ
の

意
欲
向
上
へ
と
つ
な
が
る
契

機
に
な
り
、
将
来
、
国
内
外

で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
へ

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
子
育
て
世
代
か
ら
選
ば

れ
る
自
治
体
と
な
る
た
め
に

台
湾
と
の
教
育
交
流
を
行
う

考
え
は
な
い
の
か
。

市
長　

次
世
代
の
子
供
た
ち

が
世
界
に
通
用
す
る
人
材
と

し
て
、
幅
広
い
視
野
と
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
い
く
機
会

の
提
供
は
重
要
だ
と
考
え
て

台
湾
と
の
教
育
交
流
推
進
し

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
逗
子
を

無
会
派
　
加
藤
　
秀
子
　
議
員

し
い
状
況
に
あ
る
。
イ
ベ
ン

ト
の
出
店
に
つ
い
て
、
飲
食

に
関
し
て
は
民
業
圧
迫
と
な

ら
な
い
よ
う
店
舗
等
を
持
っ

て
い
る
人
や
起
業
を
考
え
て

い
る
人
を
優
先
す
る
ル
ー
ル

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
協
働
部
長　

イ
ベ
ン
ト

の
出
店
に
つ
い
て
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト

の
主
催
者
が
イ
ベ
ン
ト
の
目

的
や
趣
旨
を
勘
案
し
て
、
自

由
に
出
店
者
を
決
め
る
と
い

う
こ
と
が
前
提
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

の
一
部
が
こ
の
事
業
に
充
当

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
今
ま
で
の
効
果
と
ア
ク

セ
ス
数
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
協
働
部
長　

元
々
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
考

え
て
い
く
中
、
特
産
品
等
が

少
な
い
本
市
に
お
い
て
、
商

工
業
者
等
が
知
恵
を
絞
り
、

商
品
を
考
え
、
発
信
し
て
い

く
取
組
で
、
そ
の
意
味
で
は
、

効
果
と
し
て
は
、
平
成
３０
年

に
１
２
２
件
の
返
礼
品
が
、

令
和
４
年
に
は
３
２
３
件
に

な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
増
や
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大

き
な
貢
献
だ
と
評
価
し
て
い

る
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
数
を

把
握
で
き
る
の
は
令
和
２
年

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
以
降
に
な
る
が
令

和
３
年
が
５
５
８
件
、
令
和

４
年
が
１
３
８
８
件
に
な
る
。

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
出

店
・
管
理
ル
ー
ル
を

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
飲
食

店
の
経
営
環
境
は
非
常
に
厳

基
金
の
運
用
先
に
商
品

先
物
が
含
ま
れ
て
い
る

問　

奨
学
金
財
団
の
投
資
内

容
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
欠
如
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が

あ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　

こ
れ
ま
で
の
資
産
運

用
に
つ
い
て
は
、
財
団
設
立

後
間
も
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
財
団
の
特
別
顧
問
の

ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

理
事
会
が
方
針
等
を
決
定
す

る
と
い
う
形
で
進
め
て
き
た
。

よ
り
適
切
な
運
用
に
努
め
て

い
く
必
要
は
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
資
産
運
用
に
関
す
る

委
員
会
の
設
置
の
検
討
や
資

産
管
理
規
則
等
の
見
直
し
な

ど
、
今
後
も
安
全
で
安
定
し

た
運
営
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
理
事
会
と
も
話
を
し
て

い
き
た
い
。

逗
子
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

ア
ク
セ
ス
実
質
皆
無
？

問　

逗
子
の
暮
ら
し
の
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
市
か
ら
商
工
会

に
拠
出
さ
れ
て
い
る
補
助
金

逗
子
市
同
様
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

関
係
団
体
に
も
す
べ
き

無
会
派
　
平
野
　
和
之
　
議
員

逗
子
の
暮
ら
し
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

ア
ク
セ
ス
数
の
増
加
を
‼

最
先
端
S
T
E
A
M
教
育
を
実
施
し
て

い
る
台
湾
の
市
立
中
学
校



最終校

令和5年9月1日　  第１６５号ず し 市 議 会 だ よ り7

一
般
質
問
の
要
旨
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○
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●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
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ま
っ
た
。
秋
の
風
物
詩
の
一

つ
と
し
て
復
活
で
き
れ
ば
す

ば
ら
し
い
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

逗
子
市
商
工
会
で
は

様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
趣
旨
や
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
て
開
催
が

難
し
い
と
い
う
意
見
を
頂
戴

し
て
お
り
、
主
催
者
の
判
断

を
尊
重
し
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
イ
ノ
シ
シ
対

策
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

問　

自
主
防
災
組
織
で
は
防

災
倉
庫
を
設
け
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
何
が
入
っ
て
い
る

の
か
な
ど
を
住
民
が
知
ら
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
機
能
す
る
よ
う

に
、
役
員
が
高
齢
化
し
た
際

の
引
継
ぎ
や
指
導
監
督
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

市
長　

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
で
守
る
と
い
う
自
覚
と

連
帯
感
に
お
い
て
、
共
助
の

取
組
を
継
続
・
強
化
し
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
。
特
に
、

要
介
護
高
齢
者
や
避
難
行
動

要
支
援
者
を
支
え
て
い
く
支

援
実
施
者
と
し
て
、
避
難
行

動
要
支
援
に
係
る
共
助
の
向

上
に
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

唯
一
無
二
の
観
光
資
源

逗
子
海
岸
を
ど
う
生
か
す

問　

逗
子
海
岸
で
は
長
ら
く

流
鏑
馬
が
あ
っ
た
が
、
財
政

対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
て
し

防
災
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
の
役
割
分
担
は

問　

本
市
の
中
心
で
あ
る
逗

子
小
学
校
区
に
は
住
民
自
治

協
議
会
が
な
い
た
め
、
小
学

校
区
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
組
織

を
運
営
し
た
ら
ど
う
か
。
ま

た
、
同
協
議
会
の
も
と
に
自

治
会
・
町
内
会
が
あ
る
が
、

加
入
率
は
地
域
ご
と
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
た
め
、
転
入
者

に
対
し
、
加
入
を
促
す
よ
う

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い

た
い
が
い
か
が
か
。

市
民
協
働
部
長　

自
治
会
・

町
内
会
に
声
を
か
け
な
が
ら

住
民
自
治
協
議
会
が
小
学
校

区
単
位
で
な
く
て
も
立
ち
上

が
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
転
入
さ
れ
た
方

が
い
る
場
合
な
ど
は
町
内
会

長
な
ど
が
行
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
市
か
ら
の
発

信
と
い
う
こ
と
で
は
ま
だ
足

り
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

防
災
倉
庫
の
管
理
運
営

住
民
任
せ
で
良
い
の
か

市
民
と
作
る
防
災
の
ま
ち
を

め
ざ
す

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
眞
下
　
政
次
　
議
員

間
帯
は
、
一
気
に
来
訪
者
が

狭
い
通
路
に
な
だ
れ
込
み
、

事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

っ
た
た
め
退
場
規
制
を
行
っ

た
が
、
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

多
く
の
方
に
届
い
て
お
ら
ず

後
ろ
の
方
が
押
さ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
空
き
家
、
空

き
地
の
利
活
用
、
ふ
る
さ
と

納
税
、
市
役
所
内
の
設
備
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

警
戒
に
当
た
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
の
と
き
の
対
応

に
つ
い
て
、
反
省
面
も
含
め

見
解
を
伺
う
。

市
長　

市
内
の
計
６
か
所
の

施
設
を
避
難
所
と
し
て
開
設

し
た
。
反
省
点
と
し
て
は
、

開
設
情
報
の
周
知
に
お
い
て

複
数
の
住
民
か
ら
周
知
不
足

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
た
め
、

今
後
は
更
な
る
情
報
ツ
ー
ル

の
導
入
に
向
け
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

花
火
大
会
で
の
安
全

対
策
を
徹
底
す
べ
き
！

問　

前
回
よ
り
警
備
費
を
多

く
予
算
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
来
訪
者
が
多
く
な
る
と

想
定
し
た
こ
と
が
推
測
で
き

る
が
、
私
が
利
用
し
た
出
口

は
人
が
あ
ふ
れ
、
誘
導
の
声

な
ど
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
。

将
棋
倒
し
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
も
し

た
が
、
こ
の
と
き
の
警
備
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

市
民
協
働
部
長　

帰
り
の
時

危
険
な
道
路
は
近
隣
住

民
が
一
番
知
っ
て
い
る

問　

市
内
に
あ
る
危
険
な
道

路
が
通
学
路
で
あ
る
場
合
、

児
童
が
巻
き
込
ま
れ
て
犠
牲

者
が
出
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
と
、
近
隣
の
方
も
、
以

前
か
ら
声
を
上
げ
て
い
る
。

設
置
基
準
に
合
う
よ
う
で
あ

れ
ば
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置

す
る
な
ど
や
り
方
が
あ
る
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

環
境
都
市
部
担
当
部
長　

指

摘
の
あ
っ
た
交
差
点
は
従
来

よ
り
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
た

め
、
注
視
し
て
い
る
箇
所
で

あ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
周

知
徹
底
や
自
治
会
・
町
内
会

を
中
心
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し

危
険
を
周
知
す
る
こ
と
な
ど

を
視
野
に
入
れ
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

自
然
災
害
の
防
災
対
策

は
常
に
更
新
す
べ
き
!!

問　

６
月
２
日
の
大
雨
に
お

い
て
は
避
難
所
を
開
設
し
て

市
政
は
市
民
の
大
切
な
命
を
守
る

こ
と
が
一
番
重
要
な
役
目
で
あ
る

無
会
派
　
佐
藤
　
恵
子
　
議
員

4
年
ぶ
り
の
逗
子
海
岸

花
火
大
会
が
大
盛
況
!!

流
鏑
馬
の
復
活
を
求
む

逗逗子フォトより子フォトより
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討
し
て
い
く
。

対
策
を
強
化
し
て

放
置
ご
み
を
撲
滅
!!

問　

４
年
ぶ
り
に
逗
子
海
岸

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、
来

場
者
は
、
音
楽
と
花
火
を
楽

し
ん
だ
が
、
一
方
で
、
来
場

者
に
よ
る
放
置
ご
み
が
課
題

で
あ
っ
た
。
海
岸
・
街
中
・

商
店
街
の
ご
み
の
放
置
対
策

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

市
長　

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
場
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
ご
み
の
持
ち

帰
り
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、

来
場
者
が
多
い
た
め
、
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
呼

び
掛
け
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
次
回
開
催
時
は
、
臨
時

の
回
収
ス
ポ
ッ
ト
を
設
け
る

な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

※
こ
の
他
に
、
Ｄ
Ｘ
に
つ
い

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

久
木
小
学
校
区
の
防
災
訓
練

に
お
い
て
は
、
地
区
防
災
拠

点
の
活
動
訓
練
を
新
た
に
実

施
す
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動

を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

各
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す

児
童
生
徒
に
個
別
支
援

問　

子
供
達
が
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
実
現
す
る
力
を
養

う
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
に
お
い
て
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
経
験

の
不
足
し
て
い
る
教
員
に
対

す
る
研
修
を
拡
充
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

教
育
長　

小
中
学
校
に
お
い

て
教
育
活
動
全
般
に
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、

児
童
・
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
発

達
を
促
す
支
援
を
充
実
さ
せ

て
い
く
。
ま
た
、
効
果
的
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
行
わ
れ
て

い
く
よ
う
、
研
修
計
画
を
検

地
区
防
災
拠
点
を
設
置

地
域
の
団
体
が
連
携
!!

問　

地
区
防
災
拠
点
の
設
置

に
向
け
た
取
組
は
、
地
域
の

自
主
防
災
組
織
、
避
難
所
運

営
委
員
会
、
自
治
会
、
町
内

会
、
住
民
自
治
協
議
会
と
連

携
し
、
行
政
主
導
で
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
各
地
域

で
活
動
す
る
団
体
と
の
連
携

体
制
の
構
築
方
法
を
伺
う
。

市
長　

昨
年
度
か
ら
、
各
小

学
校
区
で
地
域
団
体
と
連
携

し
て
防
災
訓
練
を
実
施
す
る

な
ど
、
連
携
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
今
秋
の

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
髙
野
　
毅
　
議
員

を
伺
う
。

市
長　

電
動
ア
シ
ス
ト
の
有

効
性
は
大
変
に
重
要
だ
と
理

解
し
て
い
る
。
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
を
目
指
す
と
い
う

点
、
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
も
寄
与
す
る
と

い
う
点
か
ら
も
、
先
行
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
制
度

の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

※
こ
の
他
に
、
デ
ジ
タ
ル
・

ガ
バ
メ
ン
ト
推
進
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

減
努
力
が
無
駄
に
な
る
と
考

え
る
が
、
葉
山
町
に
比
べ
一

人
当
た
り
６
割
の
生
ご
み
し

か
出
さ
な
い
逗
子
市
民
に
報

い
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
都
市
部
長　

全
て
を
人

口
割
に
す
る
の
で
は
な
く
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
維
持

費
な
ど
は
処
理
量
割
と
い
う

考
え
を
維
持
し
て
い
る
。

市
長　

最
初
に
施
設
を
つ
く

る
費
用
は
人
口
割
、
そ
の
後

の
運
用
は
処
理
量
割
で
進
め

る
と
い
う
す
っ
き
り
し
た
考

え
方
の
も
と
、
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

子
育
世
代
の
電
動
自
転

車
購
入
に
補
助
金
を
！

問　

本
市
は
道
路
が
狭
く
急

坂
で
あ
る
た
め
、
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
は
、
未
就
学
児

の
い
る
家
庭
に
は
有
効
な
手

段
だ
と
考
え
る
。
子
育
て
す

る
な
ら
逗
子
の
実
現
に
お
い

て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
購
入
補
助
は
有
効
な
手
段

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

市
は
「
は
げ
山
」
買
収

の
意
志
は
有
る
の
か
？

問　

は
げ
山
は
、
逗
子
市
民

全
員
、
特
に
小
坪
周
辺
の
住

民
に
と
っ
て
は
財
産
だ
と
思

う
。
住
民
感
情
を
考
え
れ
ば

借
り
な
い
、
買
わ
な
い
と
言

っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

は
げ
山
の
自
然
は
何
と
し
て

も
守
り
抜
く
と
市
長
に
言
っ

て
も
ら
え
な
い
か
。

市
長　

県
が
地
域
住
民
に
説

明
会
を
開
く
予
定
に
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
県

が
所
有
す
る
な
ど
長
年
の
経

緯
が
あ
っ
た
中
で
進
ん
で
き

て
い
る
た
め
、
県
の
考
え
方

を
し
っ
か
り
見
極
め
た
上
で

最
終
判
断
を
し
た
い
。

市
民
の
ご
み
排
出
削
減

努
力
を
無
駄
に
す
る
な

問　

葉
山
町
と
の
生
ご
み
共

同
処
理
の
施
設
建
設
費
は
、

こ
れ
ま
で
処
理
量
案
分
で
進

め
て
い
た
が
、
急
に
人
口
案

分
と
な
っ
た
。
キ
エ
ー
ロ
等

こ
れ
ま
で
の
生
ご
み
排
出
削

市
は
小
坪
県
有
地
「
は
げ
山
」
の

自
然
を
守
る
姿
勢
を
見
せ
よ
！

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
八
木
野
　
太
郎
　
議
員

ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
美
し
い
は
げ
山

（
提
供
：
逗
子
ド
ロ
ー
ン
ク
ラ
ブ
）

地
域
と
連
携
し

防
災
力
を
強
化
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先
進
事
例
を
研
究
し
て
い
き

た
い
。

香
り
ブ
ー
ム
に
比
例
し

増
加
す
る
相
談
件
数

問　

香
害
・
化
学
物
質
過
敏

症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
増
え

る
中
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
相
談
と
対
応
の
現
状
を
伺

う
。

市
民
協
働
部
長　

全
国
的
に

相
談
件
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
チ
ラ
シ
の

配
架
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

紹
介
な
ど
、
周
知
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
悩
む

方
の
声
を
聞
き
、

寄
り
添
い
な
が
ら

配
慮
し
て
相
談
を

受
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
子

供
の
ス
ポ
ー
ツ
機

会
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

か
な
い
、
ま
た
、
市
外
か
ら

の
来
訪
者
が
避
難
路
を
知
ら

な
い
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
遠

く
か
ら
認
識
で
き
る
よ
う
に

信
号
機
ほ
ど
の
高
さ
の
あ
る

避
難
誘
導
標
識
の
設
置
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

津

波
か
ら
の
避
難
に
お
い
て
は
、

速
や
か
に
海
か
ら
離
れ
、
高

台
へ
避
難
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
高
台
へ
の
方
向
や
、

市
街
地
へ
の
方
向
だ
け
を
示

す
シ
ン
プ
ル
か
つ
目
立
つ
場

所
に
標
識
を
設
置
す
る
こ
と

は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

近
隣
市
等
の
状
況
を
調
査
し
、

不
登
校
児
童
生
徒
に

経
済
的
な
支
援
求
め
る

問　

不
登
校
児
童
生
徒
に
多

様
な
学
習
機
会
を
確
保
す
る

た
め
の
経
済
的
な
支
援
と
し

て
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用

の
家
庭
等
へ
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る

が
、
逗
子
市
に
お
い
て
、
こ

の
補
助
金
制
度
に
取
り
組
ん

で
、
不
登
校
児
童
生
徒
を
持

つ
家
庭
の
支
援
を
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

教
育
長　

支
援
制
度
に
つ
い

て
は
、
丁
寧
な
調
査
を
行
っ

た
上
で
制
度
設
計
す
る
必
要

が
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
検

討
し
て
い
く
課
題
と
考
え
て

い
る
。
ま
ず
は
、
地
域
に
あ

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
の

連
携
の
質
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
優
先
し
進
め
て
い
く
。

遠
方
か
ら
見
え
る
津
波

避
難
誘
導
標
識
が
有
効

問　

津
波
避
難
誘
導
標
識
に

つ
い
て
、
避
難
の
際
に
足
元

に
あ
る
路
面
シ
ー
ト
に
気
付

香
り
が
生
み
出
す
体
調
不
良
「
香
害
」

柔
軟
剤
の
適
切
な
使
用
を
促
せ
！

公
明
党
逗
子
市
議
団
　
田
幡
　
智
子
　
議
員

ら
、
一
層
魅
力
あ
る
地
域
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

市
民
の
尊
い
命
を
守
る

安
心
安
全
対
策
を
問
う

問　

安
心
・
安
全
の
最
後
の

砦
で
あ
る
消
防
体
制
の
強
化

は
重
要
で
あ
る
が
、
高
規
格

救
急
車
は
予
定
ど
お
り
導
入

さ
れ
る
の
か
進
捗
状
況
を
伺

う
。

消
防
長　

令
和
５
年
度
内
に

納
入
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。

振
興
に
関
し
て
リ
ビ
エ
ラ
逗

子
マ
リ
ー
ナ
と
の
協
働
は
マ

ス
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
現
状
を
踏
ま
え
た
今
後

の
在
り
方
、
未
来
の
展
望
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
内
唯
一
の
地
場
産

業
で
あ
る
漁
業
が
営
ま
れ
る

古
い
歴
史
の
漁
港
と
マ
リ
ー

ナ
が
一
体
と
な
っ
た
小
坪
漁

港
周
辺
一
帯
を
含
め
た
小
坪

海
浜
地
域
の
活
性
化
は
、
海

業
振
興
モ
デ
ル
地
区
の
選
定

を
契
機
に
大
き
く
進
展
し
、

小
坪
地
域
全
体
の
魅
力
を
ま

す
ま
す
高
め
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。
漁
港
内
に
マ
リ

ー
ナ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

や
、
漁
港
と
リ
ゾ
ー
ト
地
が

共
存
し
て
い
る
ギ
ャ
ッ
プ
感

な
ど
、
他
で
は
例
を
見
な
い

小
坪
特
有
の
環
境
が
あ
る
。

小
坪
漁
港
周
辺
一
帯
の
新
し

い
魅
力
の
創
出
と
、
暮
ら
し

に
必
要
な
移
動
手
段
の
確
保

の
検
討
な
ど
住
宅
地
域
の
居

住
環
境
の
向
上
を
図
り
な
が

賑
わ
い
の
創
出
へ
！
更

な
る
観
光
地
の
発
展
へ

問　

Ｊ
Ｒ
逗
子
駅
前
の
二
つ

の
ビ
ル
の
開
発
計
画
を
契
機

と
し
て
、
市
の
玄
関
口
、
顔

に
も
な
り
得
る
場
所
に
観
光

協
会
事
務
所
を
移
転
し
、
更

な
る
観
光
地
逗
子
市
へ
と
発

展
、
進
化
を
さ
せ
る
考
え
は

な
い
か
。

市
民
協
働
部
長　

駅
前
に
観

光
案
内
窓
口
を
設
置
す
る
た

め
に
は
、
賃
料
等
の
資
金
面

で
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
逗

子
観
光
推
進
の
会
の
協
力
を

得
て
、
土
日
祝
日
に
Ｊ
Ｒ
逗

子
駅
前
で
街
頭
案
内
を
行

っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
取
組

を
継
続
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
案
内
方
法

に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

小
坪
漁
港
が
海
業
振
興

モ
デ
ル
地
区
に
選
定
！

問　

逗
子
市
の
ダ
イ
ヤ
の
原

石
で
あ
る
と
言
い
続
け
て
き

た
小
坪
地
域
が
海
業
振
興
モ

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
今
後
の
逗
子
市

の
市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う
!!

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
桐
ケ
谷
　
一
孝
　
議
員

小
坪
が
更
に
輝
く
地
域
へ
!!

遠
い
場
所
か
ら
で
も
確
認
で
き
る

避
難
誘
導
標
識
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最
大
化
に
資
す
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

池
子
の
森
も
、
小
坪
の

森
も
等
し
く
大
切

問　

池
子
の
森
の
維
持
管
理

費
用
は
毎
年
１
１
０
０
万
円
。

一
方
﹁
は
げ
山
﹂
は
こ
れ
ま

で
最
大
で
７
０
０
万
円
で
あ

り
、
来
年
度
か
ら
の
森
林
環

境
税
の
譲
与
分
で
十
分
賄
え

る
。
現
状
の
草
原
と
森
を
温

存
す
べ
く
、
改
め
て
検
証
し
、

県
と
の
再
協
議
に
臨
む
べ
き
だ
。

市
長　

何
度
も
申
し
上
げ
る

が
、
県
が
普
通
財
産
を
処
分

す
る
と
の
方
針
に
対
し
、
市

は
経
緯
を
見
守
る
所
存
だ
。

公
園
２
.５
ha
に
相
当
す
る
。

こ
の
富
士
と
大
海
を
臨
む
近

隣
公
園
ク
ラ
ス
の
公
有
地
を

失
え
ば
、
地
域
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
は
計
り
知
れ
な
い
。

市
長　

地
域
の
気
持
ち
は
理

解
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

一
方
で
県
有
地
は
県
民
全
て

の
共
有
財
産
で
も
あ
り
全
県

的
な
視
点
か
ら
県
が
判
断
し

た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

署
名
5
0
0
0
筆
の
願

い
・
未
来
へ
の
英
断
を

問　

ま
ち
の
魅
力
を
最
大
化

し
未
来
に
備
え
る
た
め
、
市

は
﹁
は
げ
山
﹂
の
可
能
性
を

手
放
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
そ

れ
が
５
０
０
０
筆

を
超
え
る
署
名
の

趣
旨
で
は
な
い
か
。

環
境
都
市
部
長　

市
の
計
画
で
は
県

有
地
で
あ
る
同
地

を
特
段
の
位
置
付

け
に
は
し
て
お
ら

ず
、
既
存
の
公
園

を
も
っ
て
魅
力
の

大
崎
公
園
を
上
回
る
広

さ
・
失
う
ダ
メ
ー
ジ
は

問　

県
有
地
﹁
は
げ
山
﹂
の

売
却
方
針
に
多
く
の
意
見
や

不
安
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

﹁
周
辺
地
域
に
公
園
が
著
し

く
少
な
く
、
こ
の
広
場
を
失

っ
て
健
全
な
住
環
境
は
保
て

な
い
﹂﹁
４０
年
間
親
し
ま
れ
て

き
た
広
場
は
売
却
よ
り
開
放

を
﹂﹁
豊
か
な
自
然
と
防
災
機

能
を
有
す
広
場
は
行
政
財
産

と
し
て
維
持
す
べ
き
﹂﹁
県
に

よ
る
広
場
の
評
価
額
は
２
.

３
億
円
。
市
の
み
ど
り
基
金

４
.５
億
円
で
買
取
り
を
﹂﹁
県

の
評
価
額
を
坪
単
価
に
換
算

す
る
と
３
万
５
０
０
０
円
足

ら
ず
。
民
間
へ
の
無
責
任
な

投
げ
売
り
は
周
辺
の
地
価
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
﹂

﹁
近
く
の
森
で
遊
び
草
原
で

寝
転
ん
だ
幸
せ
の
原
風
景
を

次
世
代
に
つ
な
げ
た
い
﹂
以

上
、
誠
に
も
っ
と
も
な
意
見

ば
か
り
だ
。﹁
は
げ
山
﹂
の
総

面
積
２
.３
ha
と
は
、
大
崎

公
園
２
.１
ha
や
蘆
花
記
念

７
０
０
０
坪
の
草
原
と
森
の
広
場

小
坪
「
は
げ
山
」
の
存
続
を
！

無
会
派
　
松
本
　
寛
　
議
員

は
設
け
て
い
な
い
た
め
、
今

も
継
続
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
締
結
先
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
内
容
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
自
治
体
と

の
相
互
応
援
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
と
県
外
で
は
渋
川

市
と
締
結
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
子
供
た
ち
の

安
全
対
策
、
県
有
地
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
逗
子
の
歴
史

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

配
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

風

水
害
時
の
早
期
避
難
所
に
お

け
る
職
員
の
配
置
は
各
部
局

か
ら
計
7２
人
の
職
員
を
選
出

し
、
あ
ら
か
じ
め
担
当
す
る

避
難
所
と
班
を
指
定
し
て
い

る
が
、
特
段
、
女
性
職
員
配

置
の
考
え
は
示
し
て
い
な
か

っ
た
。
改
め
て
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
女
性
職
員
が
い
な
い

班
が
２
班
あ
る
た
め
、
至
急

体
制
を
改
善
し
た
い
。

災
害
時
協
定
は
実
際
に

機
能
す
る
の
か
？

問　

東
日
本
大
震
災
以
降
、

本
市
は
多
く
の
災
害
時
協
定

を
結
ん
で
き
た
が
、
1０
年
以

上
前
に
締
結
さ
れ
た
協
定
も

あ
る
。
災
害
時
協
定
の
現
状

と
他
の
自
治
体
と
の
相
互
応

援
協
定
に
つ
い
て
伺
う
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

現

在
約
1
1
0
件
の
協
定
を
締
結
し

て
お
り
、
内
容
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
協
定
の
期
間

災
害
時
に
発
生
す
る

大
量
の
ご
み
処
理
は
？

問　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
の
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被

害
が
あ
っ
た
他
府
県
で
は
、

災
害
ご
み
が
大
量
に
発
生
し
、

自
治
体
が
大
変
苦
労
し
て
い

る
。
以
前
の
質
問
で
、
本
市

の
災
害
ご
み
置
場
は
検
討
中

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

環
境
都
市
部
長　

令
和
３
年

に
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、
地
震
、
風

水
害
の
災
害
廃
棄
物
仮
置
場

の
候
補
地
を
９
か
所
選
定
し

た
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

接
道
の
状
況
、
土
地
の
形
状
、

面
積
、
周
辺
環
境
等
、
適
切

な
機
能
を
備
え
て
い
る
か
を

検
討
し
決
定
し
た
。

避
難
所
に
女
性
職
員
の

派
遣
を
！

問　

一
般
的
に
避
難
所
で
は

女
性
特
有
の
困
り
事
が
発
生

す
る
。
そ
の
た
め
、
各
避
難

所
に
必
ず
女
性
職
員
を
１
名

関
東
大
震
災
か
ら
1
0
0
年

多
様
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え
る

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
丸
山
　
治
章
　
議
員

妊
産
婦
・
乳
児
専
用
避
難
所

と
な
っ
た
聖
和
学
院

原
っ
ぱ
と
森
、
守
っ
て
く
だ
さ
い
！

の
ぼ
り
旗
30
本
と
「
は
げ
山
」
入
口
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一
般
質
問
の
要
旨

ガ
ジ
ン
﹁
ず
し
子
育
て
わ
く

わ
く
メ
ー
ル
﹂
は
大
き
な
変

更
が
な
く
、
1０
年
が
経
過
し

て
い
る
。
特
に
転
入
し
て
き

た
子
育
て
世
代
か
ら
は
、
情

報
が
見
つ
け
に
く
く
、
ツ
ー

ル
と
し
て
も
古
い
と
い
っ
た

声
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
担
当
部
長　

情
報
の

更
新
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
課
題
は
認
識
し
て
い

る
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
年

齢
区
分
の
情
報
の
見
直
し
や
、

﹁
え
が
お
レ
ポ
ー
タ
ー
﹂
等

の
募
集
を
行
う
等
、
見
直
し

を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、

脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た

﹁
行
動
変
容
﹂

に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し

た
。

家
庭
で
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
代
等
の
支
出
の
増
や
、
保

護
者
が
働
き
方
を
変
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
実
態
が
あ
り
、

保
護
者
を
支
え
る
体
制
も
必

要
で
あ
る
。
市
の
対
応
は
い

か
が
か
。

教
育
長　

経
済
面
で
の
支
援

は
、
丁
寧
な
調
査
が
必
要
で

あ
り
、
時
間
を
か
け
て
検
討

す
る
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
は

地
域
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

と
の
連
携
の
質
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
。

広
報
・
広
聴
戦
略
に

つ
い
て

問　

子
育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
﹁
え
が
お
﹂
や
メ
ー
ル
マ

公
立
小
中
学
校
教
員
の

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問　

教
員
は
保
護
者
か
ら
様

々
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
を
増
員
す
る
こ
と
で
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

企
業
等
の
外
部
の
力
を
借
り

て
学
校
内
の
働
き
方
を
改
善

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
増
員
は
、

教
員
の
働
き
方
改
革
に
、
直

結
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

児
童
生
徒
の
困
り
感
に
早
い

段
階
で
対
応
す
る
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
教
員
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
関
係

者
と
は
異
な
る
視
点
で
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
挑
戦
す
る
価
値

は
あ
る
た
め
、
視
野
を
広
げ

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

不
登
校
の
子
供
が
い
る

家
庭
支
援
に
つ
い
て

問　

不
登
校
の
子
供
が
い
る

診
断
に
よ
り
、
耐
震
性
が
十

分
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

今
年
度
応
急
措
置
す
る
も
の

の
、
根
本
的
な
補
強
で
は
な

い
こ
と
か
ら
建
替
え
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
小
坪
分
署

も
設
備
の
老
朽
化
や
警
備
人

員
の
増
加
に
よ
り
手
狭
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
転

を
前
提
と
し
た
改
修
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
行
財
政
運
営

と
学
校
教
育
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て

い
く
の
か
。

市
長　

基
本
計
画
は
設
計
施

工
の
根
幹
と
な
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
段
階
と
考
え
て
い
る
。

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、

集
約
予
定
の
公
共
施
設
に
関

係
す
る
審
議
会
等
へ
の
説
明

と
意
見
聴
取
を
し
、
そ
の
後

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

来
年
１
月
以
降
に
市
民
説
明

会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
る
。

消
防
施
設
の
老
朽
化

充
実
し
た
環
境
整
備
を

問　

北
分
署
、
小
坪
分
署
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
火

災
や
災
害
に
備
え
、
消
防
職

員
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
施
設

環
境
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
老
朽
化
対
策
や
設
備
等

の
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長　

北
分
署
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
実
施
し
た
耐
震

高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
へ
向
け
て

問　

市
長
は
公
約
に
高
齢
者

の
移
動
手
段
の
確
保
を
掲
げ
、

今
任
期
中
に
実
証
実
験
を
行

い
、
め
ど
を
つ
け
た
い
と
の

こ
と
だ
が
、
現
在
の
検
討
状

況
は
い
か
が
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
実
証
実
験

を
二
度
実
施
し
て
い
る
が
、

利
用
者
数
の
伸
び
悩
み
等
に

よ
り
本
格
運
行
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
行
政
が
需
要
を
予

測
し
、
仕
組
み
を
考
え
て
も
、

移
動
ニ
ー
ズ
は
様
々
で
あ
り
、

そ
の
地
域
の
住
民
同
士
が
必

要
な
移
動
手
段
を
話
し
合
い
、

地
域
全
体
で
育
て
て
い
く
と

い
う
姿
勢
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
地
域
か
ら
の
発
意
を

機
会
が
あ
る
ご
と
に
お
願
い

し
て
い
る
。

東
逗
子
駅
前
用
地
活
用

事
業
の
進
捗
状
況
は

問　

昨
年
度
、
基
本
構
想
が

示
さ
れ
、
住
民
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。
今
年
度
は
基
本
計

市
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　
匂
坂
　
祐
二
　
議
員

子
ど
も
が
輝
く
逗
子
に

市
政
ク
ラ
ブ
　
桑
原
　
泰
恵
　
議
員

老
朽
化
が
進
む

消
防
施
設

み
ん
な
で
磯
焼
け
対
策
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令
和
４
年
度
議
長
交
際
費
及
び
政
務

活
動
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

議
長
交
際
費
は
、
議
長
の
交
際
に
係

る
経
費
で
、
令
和
４
年
度
中
の
支
出
の

状
況
は
、
下
表
の
議
長
交
際
費
使
途
別

一
覧
の
と
お
り
で
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、
市
議
会
議
員
に
必

要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
議
員
又
は
会

派
に
交
付
す
る
交
付
金
で
、
議
員
１
人

当
た
り
月
額
２
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
中
の
支
出
の
状
況
は
、

左
表
の
政
務
活
動
費
収
支
報
告
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、
議
員
又
は
会
派
別
の
収
支
に

つ
い
て
は
、
政
務
活
動
費
収
支
報
告
一

覧
（
下
段
の
表
）
の
と
お
り
で
す
。

令和4年度 政務活動費収支報告一覧 （単位:円）

議員名
又は会派名 加藤　秀子 橋爪　明子 佐藤　恵子 ※長島　一由 平野　和之 松本　寛 眞下　政次 丸山　治章 桐ケ谷一孝 八木野太郎 菊池　俊一

公明党
逗子市議団

田幡　智子
江渕真紀子

市政クラブ

髙野　毅
匂坂　祐二
服部　誠

桑原　泰恵

収 

入 

交付金 240,000 240,000 240,000 180,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 480,000 960,000

支
　
　
出

調査
研究費 44,263 0 0 0 0 0 338 0 338 28,980 0 0 0

研修費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45,460

広報・
広聴費 195,641 0 129,657 97,722 307,780 102,096 0 61,447 0 205,492 0 152,460 719,831

要請・
陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 390 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 3,100 0 0 0 0 0 0 0

資料
作成費 0 10,747 0 0 0 0 0 160 0 0 0 0 0

資料
購入費 3,740 4,622 226 11,890 0 30,220 18,370 36,110 0 0 0 42,175 26,262

事務所費 0 165,000 151,004 13,964 0 105,109 0 32,535 120,800 11,206 251,548 11,762 52,760

合　計 243,644 180,369 280,887 123,576 307,780 240,525 18,708 130,642 121,138 245,678 251,548 206,397 844,313

返還金額 0 59,631 0 56,424 0 0 221,292 109,358 118,862 0 0 273,603 115,687

備考　　　議員名及び会派名は令和５年３月31日現在     　※長島議員は令和４年12月4日付で失職しています。

令和4年度　議長交際費・政務活動費報告令和4年度　議長交際費・政務活動費報告

令和4年度 政務活動費収支報告 （単位：円）

①交付金額 4,020,000

②支出金額 3,195,205

 調査研究費 73,919

 研修費 45,460

 広報・広聴費 1,972,126

 要請・陳情活動費 390

 会議費 3,100

 資料作成費 10,907

 資料購入費 173,615

 事務所費 915,688

③議員・会派負担額 130,062
残額（返還金額）
　　　＝①−（②−③） 954,857

令和4年度 議長交際費使途別一覧

区 分 件数（件） 金額（円）

総会等の祝金・参加会費等 10 70,700

戦 没 者 追 悼 式 供 花 代 1 10,000

合 計 11 80,700
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書

　文部科学省の資料によると、特別支援教育を受ける児童生徒は年々増

加している。平成２４年度から令和４年度で、特別支援教育を受ける児童

生徒数は約２倍に増加しており、特別支援学校の児童生徒数は約1.２倍、

特別支援学級の児童生徒数は約２.1倍、通級による指導を受けている児童

生徒数は約２.３倍に増え、教育現場では新たな特別支援教育体制の整備が

必要になっている。

　このような状況に適切に対処するためには、特別支援学校・学級への

専門的な知識や経験を持った教員等の増員が必要不可欠である。また今日、

共生社会の形成に向けて、障害者の権利に関する条約に基づき、子供た

ちの多様性を尊重するインクルーシブ教育システムの構築が求められて

おり、そのためにも我が国の特別支援教育の更なる拡充が必要である。

　よって、逗子市議会は国に対し、医療的ケアを含めた特別支援教育が

必要な子供の増加や、様々な障がいのある児童生徒に的確に対応した教

育を実現するために、特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置に

向けて、次のとおり財政措置を含めた特段の措置を講じることを要望する。

１�　障がいのある児童生徒に対し、食事、排泄、教室移動の補助等学校

における日常生活動作の介助を行ったり、発達障がいの児童生徒に対し、

学習活動上のサポート等を行う特別支援教育支援員の適切な配置への

支援をすること

２�　保護者や関係機関に対する学校の窓口として、また、学校内の関係

者や福祉・医療等の関係機関との連絡調整の役割を担い、子供たちのニー

ズに合わせた支援をサポートする特別支援教育コーディネーターの適

切な配置への支援をすること

３�　医療的ケアが必要な子供や、障がいのある子供への支援を的確に実

施するために、看護師、言語聴覚士、作業療法士、理学療法士等の専

門家の必要に応じた適切な配置への支援をすること

４�　各学校でインクルーシブ教育を一体的に進めるために、担当の教員

だけでなく学校長等に対する指導や研修等を実施し、校内全体での取

組を促進するために、特別支援学校のセンター的機能強化への支援を

すること

５�　ＧＩＧＡスクール構想により整備された１人１台の端末を、特別支

援学級や特別支援学校において、授業はもとより、個々の特性や教育

的ニーズに応じた支援ツールとして有効に活用するための特別支援教

育デジタル支援員（仮称）の配置への支援をすること

６�　特別支援学校教員の特別支援学校教諭免許状の取得率は87.２％となっ

ており、特別支援学校における教育の質の向上の観点から、教職員へ

の取得支援の強化や、大学等における特別支援教育に関する科目の修

得促進等、教職員に対する特別支援学校教諭免許状の取得を支援し、

併せて、特別免許状についても強力に推進すること

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和５年６月２３日� 逗　子　市　議　会

生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対策の強化を求める意見書
　地球上には無数の生態系が存在し、地球上の様々な環境を安定させる

基盤となっており、我々の生活は生物多様性・自然資本なしに成り立た

ない。しかしながら、近年、人類史上これまでにない速度で生物多様性

が失われているが、生物多様性の損失はイメージがしづらく、その危機

意識が広く共有されているとは言えない。

　このような状況を受けて、1９９３年に生物の多様性に関する条約が発効し、

２０２２年1２月には、同条約の第1５回目の締約国会議ＣＯＰ1５がカナダ・モ

ントリオールで開催され、２０３０年までに生物多様性を回復軌道に乗せる、

ネイチャーポジティブという新たな世界目標が採択された。今こそ、私

たちの経済社会活動の基盤となっている生物多様性を持続可能なものに

していくために、２０３０年までに生物多様性の損失を食い止め、回復軌道

に乗せるネイチャーポジティブの実現が不可欠である。

　我が国でも、この新目標に対応した生物多様性国家戦略を策定し、全

省庁が協力して国際社会をリードするネイチャーポジティブの実現に向

けた取組を進めようとしているが、その主体は地域であり地方自治体で

あると考える。

　よって、逗子市議会は国に対し、２０３０年までに生物多様性の損失を食

い止め、回復軌道に乗せるネイチャーポジティブの実現に向け、次のと

おり地方自治体や地域のＮＰＯ等への支援を強化することを強く要望する。

１�　気候変動の影響と生物多様性の損失は密接に関連しており、その両

方に対して投資を進めていくことが重要である。脱炭素関連の予算が

増額される一方で、生物多様性関連の予算についても必要な額を確保し、

生物多様性に対する社会全体の認識を高めていくこと

２�　２０３０年までに陸と海の３０％を保全するサーティー・バイ・サーティー

の実現に向けて、国立公園・国定公園等の保護地域の拡張や、ＯＥＣ

Ｍの認定を推進する等、地域との連携のもと取組を加速化すること

３�　全ての子供たちが自然に触れ合う機会を創出するため、環境教育や

自然保護を推進する地域の人材育成を支援すること。また、ＮＧＯ等

とも連携し、学校や園庭の敷地内に設けられた生き物の暮らしを支え

る場所である学校・園庭ビオトープの普及を促進すること

４�　廃棄物や汚染を削減し、製品と資源の循環利用を促すサーキュラー

エコノミーは、脱炭素や生物多様性と並ぶ環境政策の三本柱の一つで

あり、これらは互いに親和性が高いと認識している。そのため、地域

におけるサーキュラーエコノミー分野におけるバイオマスの持続可能性、

製品のライフサイクル全般での環境負荷低減等の取組を支援すること

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和５年６月２３日� 逗　子　市　議　会
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
教職員定数改善の推進及び教育予算の拡充を求める 

2024年度政府予算についての意見書
　改正義務標準法が成立し、小学校の学級編制標準が段階的に３５人に引
き下げられることが決定したが、少人数学級の必要性は、中学校におい
ても変わりないことから、小学校にとどまることなく実施を進めていく
ことが必要である。また、小学校における３５人以下学級の引下げ、小学
校高学年教科担任制は既にある加配定数を振替として配置している実態
もあり、実質的な教員の数は増えていない。この施策を実施するには、
既に配当されている加配定数を堅持した上で、新たな教職員定数の増員
により行われることが大切である。
　文部科学省が２０２２年度に実施した教員勤務実態調査の速報値が発表さ
れたが、結果からは、超過勤務の改善は僅かにとどまり、改めて教職員
の超過勤務の実態が浮き彫りになった。学校に求められる役割が増えて
いく中で、抜本的な定数改善・人的配置の拡大をしなければ、教職員の
超過勤務の課題は解決されない。
　学級担任が年度途中に療養休暇や産前産後休業、育児休業等に入った際、
すぐに代わることができるゆとりある教員が学校にいないケースも見受
けられる。発達障がいの可能性のある子、外国につながりのある子、不
登校やその傾向のある子、ヤングケアラー等、多様な背景を持つ子供た
ちに対応するため、様々な外部スタッフが配置されつつあるが、そもそ
も教室で子供を迎える教員がいないという深刻な事態が起こっており、

子供たちの豊かな学びのためにも、早急な教職員定数の改善が必要である。
　更に、教育を行う学校教育設備の環境改善や安全対策を進めていくこ
とも必要であり、そのためには義務教育費国庫負担制度を堅持し、教育
予算を拡充することが極めて重要である。
　よって、逗子市議会は国に対し、２０２４年度政府予算編成において、次
の事項が実施されるよう要望する。

１�　子供たちの教育環境改善のため、小学校同様中学校においても、３５
人以下学級を早急に実施すること

２�　３５人以下学級、小学校高学年教科担任制の実施に当たっては、既に
配当されている加配定数を堅持した上で、教職員定数を増員し対応す
ること

３�　学校施設整備費、教材費、図書費、旅費、学校や通学路の安全対策
など教育予算充実のため、地方交付税を含む国の予算を拡充すること

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和５年６月２３日� 逗　子　市　議　会
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市長提出議案
専決処分の承認について［令和 ５ 年度逗子市一般会計補正予算（第 ２ 号）］ － 承認 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
専決処分の承認について［令和 ５ 年度逗子市下水道事業会計補正予算（第 １ 号）］ － 承認 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
工事請負契約の締結について ［沼間小学校区放課後児童クラブ建設工事］ 教 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
訴訟上の和解について － 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
逗子市印鑑条例の一部改正について － 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
逗子市職員の特殊勤務手当に関する条例及び逗子市会計年度任用
職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について － 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

逗子市市税条例の一部改正について － 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
逗子市火災予防条例の一部改正について － 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 ５ 年度逗子市一般会計補正予算（第 ３ 号） 総
教 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 ５ 年度逗子市介護保険事業特別会計補正予算（第 １ 号） 教 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
教育委員会委員の任命について － 同意 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
情報公開審査委員の委嘱について － 同意 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
個人情報保護委員の委嘱について － 同意 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦について － 異議ない
旨答申 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出意見書案
教職員定数改善の推進及び教育予算の拡充を求める２0２4年度政府
予算についての意見書 － 可決 × × × × ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書 － 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対策の強化を求める意見書 － 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※　付託委員会 ：  総 …総務常任委員会　　教 …教育民生常任委員会　　　－ …委員会付託を省略
※　賛否状況 ： ○…賛成　　×…反対　　＊菊池議長は、採決に加わらない。　　
※　公明党 ： 公明党逗子市議団の略

第 2回定例会の議案等の賛否状況一覧


